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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】本発明の目的は、穀物乾燥工程に続く穀物排出
工程において、排出終了近くに飛散する塵埃を抑えつつ
、円滑な穀物排出を可能とする穀物乾燥機を提供するこ
とにある。
【解決手段】穀物乾燥機は、穀物を所要速度で循環する
循環機構を備えた穀物循環通路と、この穀物循環通路に
介設して循環穀物を流通熱風によって乾燥する穀物乾燥
通路と、この穀物乾燥通路を挟んで対向する熱風室およ
び排風室とを備え、この排風室に備えた排風ファンによ
り前記熱風室から熱風を吸引排出して穀物を循環乾燥可
能に構成され、前記循環機構と前記排風ファンの駆動に
よる穀物排出運転時に、穀物排出の途中で前記排風ファ
ンを停止する排出運転制御を備えることにより、塵埃の
飛散抑止を可能とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀物を貯留する貯留部（２）と、穀物を流通熱風によって乾燥する穀物乾燥通路(１３)
と、該穀物乾燥通路（１３）の穀物を前記貯留部（２）に循環させる循環機構(Ｊ)と、穀
物乾燥通路(１３)を挟んで対向する熱風室(１１)および排風室(１２)と、前記熱風室(１
１)から熱風を吸引して排出する排風ファン（６）を備える穀物乾燥機において、
　前記循環機構(Ｊ)と前記排風ファン(６)の駆動による穀物排出運転時に、穀物排出の途
中で前記排風ファン(６)を停止する排出運転制御を備えることを特徴とする穀物乾燥機。
【請求項２】
　穀物の張込量検出手段(２ｓ)を設け、前記穀物乾燥通路(１３)が充填不足となる穀物残
量を基準として前記排風ファン(６)を停止することを特徴とする請求項１記載の穀物乾燥
機。
【請求項３】
　前記循環機構(Ｊ)は、穀物の繰出し量を調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)によって調節可
能なロータリバルブ(１４)を備えることを特徴とする請求項又は２記載の穀物乾燥機。
【請求項４】
　前記循環機構(Ｊ)は、穀物の繰出し量を調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)によって調節可
能なロータリバルブ(１４)を備え、前記調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)は、前記穀物残量
が設定量以下の場合に限り調節可能とすることを特徴とする請求項２記載の穀物乾燥機。
【請求項５】
　穀物の異常高温による乾燥運転終了後の排出運転は、前記排風ファン(６)を停止するこ
とを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の穀物乾燥機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、張込んだ穀物を循環しつつ熱風乾燥する穀物乾燥機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の穀物乾燥機は、穀物の張込工程に続く乾燥工程において、排風ファンによ
り外気を吸引導入して加熱し、この熱風を穀物循環路に介設する熱風流通部に供給し、循
環する穀物中を熱風が横断流通することによって穀物を乾燥し、乾燥後の穀物排出工程に
おいて、所定の排出制御によって排出量を均一に保つ技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１４１００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、穀物排出が進み、穀物循環路の穀物が減少して熱風流通部が穀物充填不
足になると、穀物中の塵埃が横断気流に曝されて飛散し、この塵埃が排風ファン側に堆積
して火災の危険が増すこととなる。したがって、穀物排出運転毎に飛散堆積する塵埃の除
去のため、常に内部清掃を強いられるという問題があった。
【０００５】
　本発明の目的は、穀物乾燥工程に続く穀物排出工程において、排出終了近くに飛散する
塵埃を抑えつつ、円滑な穀物排出を可能とする穀物乾燥機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る発明は、穀物を貯留する貯留部（２）と、穀物を流通熱風によって乾燥
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する穀物乾燥通路(１３)と、該穀物乾燥通路（１３）の穀物を前記貯留部（２）に循環さ
せる循環機構(Ｊ)と、穀物乾燥通路(１３)を挟んで対向する熱風室(１１)および排風室(
１２)と、前記熱風室(１１)から熱風を吸引して排出する排風ファン（６）を備える穀物
乾燥機において、
前記循環機構(Ｊ)と前記排風ファン(６)の駆動による穀物排出運転時に、穀物排出の途中
で前記排風ファン(６)を停止する排出運転制御を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、前記穀物の張込量検出手段(２
ｓ)を設け、前記穀物乾燥通路(１３)が充填不足となる穀物残量を基準として前記排風フ
ァン(６)を停止することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の発明において、前記循環機構(Ｊ)は、
穀物の繰出し量を調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)によって調節可能なロータリバルブ(１
４)を備えることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、請求項２記載の発明において、前記循環機構(Ｊ)は、穀物の繰
出し量を調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)によって調節可能なロータリバルブ(１４)を備え
、前記調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)は、前記穀物残量が設定量以下の場合に限り調節可
能とすることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に係る発明は、請求項１から３のいずれかに記載の発明において、穀物の異常
高温による乾燥運転終了後の排出運転は、前記排風ファン(６)を停止することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に係る発明は、乾燥工程に続く排出工程では、穀物乾燥通路(１３)で排風ファ
ン(６)による通風下で乾燥穀物を排出し、残留穀物の減少の途中で排出排風ファン(６)を
停止することにより、穀物中の塵埃飛散を回避して、排風ファン(６)周りの塵埃堆積を防
止することができる。
【００１２】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明の効果に加え、穀物乾燥通路(１３)が充填
不足になる穀物残量を基準として排風ファン(６)を停止することで、塵埃が排風ファン（
６）側へ吸引され、堆積することを防止できる。
【００１３】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の発明の効果に加え、ロータリバルブ(
１４)による穀物の繰出し量を調節スイッチ(５３ａ，５３ｂ)によって調節できるので、
排出する穀物をフレキシブルコンテナ等に収容する場合に、収容量に合わせることが容易
となる。
【００１４】
　請求項４に係る発明は、請求項２に記載の発明の効果に加え、穀物が排出終了間際で穀
物の繰出し量の調節が可能となる。
【００１５】
　請求項５に係る発明は、請求項１から請求項３のいずれかに記載の発明の効果に加え、
異常高温時における乾燥運転終了後の排出運転は排風ファン(６)を停止することで、火災
等につながるリスクを回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】排出運転制御のフローチャート
【図２】乾燥部の通風流線を表す平面図
【図３】張込穀物の水分斑の一例を示す正面図
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【図４】乾燥機内部構成の正面図
【図５】穀物乾燥部の内部構成の斜視図
【図６】循環機構の斜視図
【図７】運転操作パネルの見取図
【図８】システム構成ブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　上記技術思想に基づいて具体的に構成された実施の形態について以下に図面を参照しつ
つ説明する。
　穀物乾燥機１は、その内部構成の正面図を後掲の図４に示すように、ロータリバルブ１
４によって穀物を所要速度で循環する穀物循環通路Ｒに穀物乾燥通路１３を介設し、この
穀物乾燥通路１３を挟んで熱風室１１と排風室１２とを備え、この排風室１２の後方又は
後部に備えた排風ファン６により熱風室１１から熱風を吸引排出することにより、穀物乾
燥通路１３の充填穀物中に熱風を流通して循環乾燥し、所定の水分値まで乾燥することが
でき、また、図７に示す運転操作部のスイッチ操作により、排出運転に移行することで乾
燥穀粒を順次排出する。
　図６に示すように、循環機構Ｊは穀物が穀物乾燥機内を循環させる装置各部で構成され
ていおり、ロータリバルブ１４もその内の一つである。
【００１８】
（排出終了制御）
　穀物乾燥機１は、排出運転制御のフローチャートを図１に示すように、第一の処理ステ
ップ（以下において、「Ｓ１」のごとく略記する。）の穀物張込運転（Ｓ１）から乾燥運
転の終了（Ｓ２ａ，Ｓ２ｂ）時の異常終了の判定（Ｓ２ｃ）に基づき、乾燥異常がない場
合は、排出運転の開始（Ｓ３ａ）により、循環機構Ｊおよび排風ファンを作動（Ｓ３ｂ）
する。
【００１９】
　排出運転では、排出開始からの経過時間あるいは穀物の張込量検出センサ２ｓによる張
込量検出等により、穀物量が所定値（穀物乾燥通路１３を満たすレベル）未満となったか
を判定し（Ｓ３ｃ）、それ以降の排出終了までは、排風ファン６を停止（Ｓ３ｄ～Ｓ３ｆ
）する排出制御を行う。
【００２０】
　また、乾燥運転の異常による手動停止後の排出運転においては、排出開始から排風ファ
ン６を駆動させずに終了し（Ｓ１１ａ，Ｓ１１ｂ～Ｓ１１ｄ）、排出自動停止あるいは、
他の運転起動によって排風ファン６停止を解除する。
【００２１】
　上記排出制御により、図２の乾燥部の通風流線の平面図に示すように、穀物乾燥通路１
３の乾燥網の穀物充填不足の場合に、ゴミ・塵埃が排風ファン６側（Ｔ）に吸引され易い
ため、それ以降の排出は、排風ファン６を駆動しないことが効果的で、排出終了時に乾燥
機内のゴミ溜りを軽減することができる。
【００２２】
（排風ファン停止の解除）
　手動による乾燥運転停止後の排出運転は、排風ファン６の停止を継続し、排出自動停止
あるいは他の運転起動によって排風ファン６の停止を解除する。
　このようにして排出終了制御を満足し、制限解除することにより、排出終了時の乾燥機
内のゴミ溜りを軽減することができる。
【００２３】
（繰出量調節）
　排出運転中のロータリバルブ１４（周期、駆動時間）の排出量低減操作を可能とする手
段（例えば、後掲の図７に示すように、排出中に再度排出スイッチ５２ｄを押す、または
排出中に減スイッチ５３ａを押す）を設け、その操作により、所望の繰出し量まで段階的
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に減ずるように構成する。排出量を減ずるとは、ロータリバルブ１４の回転速度を遅くす
るか又は周期を長くするかである。すなわち、ロータリバルブ１４の排出量を減じてから
排出スイッチ５２ｄと停止スイッチ５２ｅを交互に操作することで、特に端量の穀物を比
較的小さな袋に収容するときに少量ずつ排出が可能となることにより、袋取りの対応が可
能となり、オペレータの利便性を高めることができる。なお、電源を切りにしたり、通風
スイッチ５２ｂや乾燥スイッチ５２ｃを操作すると、前述の減スイッチ５３ａで減じた排
出量を初期の排出量に戻す構成とすることで、次回の乾燥運転時における循環不良を防止
することができる。
【００２４】
（リモコン装置）
　リモコン装置の指示（例えば、排出開始、排出停止、排出量減）によって乾燥機コント
ローラを制御する連携機能を設け、排出運転時には、排出中のロータリバルブ１４の駆動
（周期、駆動時間）をリモコンで排出量低減可能とし、このリモコン操作により、乾燥機
コントローラが所望の繰出し量まで段階的に減ずるように構成することにより、排出量調
節を行えることで、袋取りの対応が可能となり、オペレータの作業が楽になり、使い勝手
の向上が可能となる。
【００２５】
（乾燥異常昇温後の排出対応制御）
　乾燥運転中の排風の異常昇温によって乾燥が正常終了しないまま排出運転に移行する場
合は、排風ファン６を停止することによって火災等につながるリスクを回避することがで
きる。
【００２６】
（排風異常昇温後の再乾燥対応制御）
　乾燥運転中の排風の異常昇温の後の乾燥再開時は、異常報知しつつ、送風停止下で循環
を行い、熱風温度および排風温度が所定降温（例えば、４０℃）に下がった時点で、異常
報知を解除し、ファン駆動後、燃焼系を駆動する乾燥制御を行うことにより、異常停止後
の再乾燥の安全性の向上を図ることができる。
【００２７】
（高燃焼からのパージ停止の緊急停止対応制御１）
　高燃焼時からのパージ停止を途中で緊急停止させた場合は、その直後の試運転（乾燥機
の各種モータ、燃焼系の動作確認およびバーナの燃焼調整）あるいは乾燥再開を規制し、
警告報知する制御を設けることにより、燃焼バーナ５や、燃焼バーナ５の燃焼により穀物
乾燥機内にあって遠赤外線を放射する遠赤外線放射体（図示せず）の十分な冷却を図るこ
とができる。
【００２８】
（高燃焼からのパージ停止の緊急停止対応制御２）
　高燃焼時からのパージ停止を途中で緊急停止させた場合の直後の試運転あるいは乾燥は
、高燃焼を少なくとも所定時間（例えば、１５分）規制して低燃焼とすることにより、遠
赤外線放射体（図示せず）や燃焼バーナ５の十分な冷却を図ることができる。
【００２９】
（風圧センサ不安定対応制御）
　風圧センサ６Ｓのオンオフ頻発による風圧センサの不安定状態は、送風量低下によるも
のであることから、センサの検出感度を鈍くすることで誤検出を防止して検出精度を向上
でき、オペレータの不信感を軽減することができる。
【００３０】
　また、送風量低下のまま燃焼量が多い場合は、乾燥機内部の温度を規制することで、火
災等につながるリスクを低下することができる。
【００３１】
（低速循環時の張込初期制御）
　張込時にロータリバルブ１４の駆動（周期、駆動時間）を通常の循環（通風・乾燥）よ
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りも少ない循環量（例えば、通常循環量の半分）で駆動する場合は、張込開始時からロー
タリバルブ１４上部に一定量が貯留されるまでの時間について、ロータリバルブ１４を停
止するとともに、通風規制する制御を設けることにより、穀物損傷・品質劣化を低減しつ
つ、穀物ムレ防止および水分ムラ解消が可能となる。
【００３２】
（低速循環時の張込満量近傍制御）
　張込時にロータリバルブ１４の駆動（周期、駆動時間）を通常の循環（通風・乾燥）よ
りも少ない循環量（例えば、通常循環量の半分）で駆動する場合は、張込量検出センサ２
ｓあるいは張込み開始からの時間積算による満量センサのオン近傍を判断し、ロータリバ
ルブ１４の駆動を停止する制御を設けることにより、穀物損傷・品質劣化を低減しつつ、
穀物ムレ防止および水分ムラ解消が可能となる。
【００３３】
（低速張込時の循環調節制御）
　張込時にロータリバルブ１４の駆動（周期、駆動時間）を通常の循環（通風・乾燥）よ
りも少ない循環量（例えば、通常循環量の半分）で駆動制御することにより、穀物損傷・
品質劣化を低減しつつ、穀物ムレ防止および水分ムラ解消が可能となる。
【００３４】
（乾燥初期の高燃焼抑制処理１）
　乾燥開始時に熱風温度が高い（例えば、４０℃以上）場合、あるいは、熱風温度が外気
温度＋３０℃以上である場合に、乾燥初期の２０分間を高燃焼抑制（低燃焼の連続）の制
御を設ける。
【００３５】
（乾燥初期の高燃焼抑制処理２）
　また、乾燥開始時に熱風温度が高い（例えば、４０℃以上）場合、あるいは、熱風温度
が外気温度＋３０℃以上である場合に、乾燥初期の２０分間を高燃焼抑制（低燃焼の連続
）し、乾燥開始所定時間（１０分）経過後から段階的（燃焼オンタイム５秒）に基本燃焼
量に戻していく制御を設ける。
【００３６】
（水分むら解消制御）
　水分斑層の乾燥は、ロータリバルブ１４の駆動の変更調節なしに、排風を戻すヒートリ
サイクル（登録商標）の駆動調節を少し強め（例えば、５％程度閉側）にする。
　上記制御により、図３の張込層別水分分布例の正面図に示すように、水分斑検出時の穀
物層のナンバリング（ＬＶ）化により、水分むらのある穀物が穀物乾燥通路１３の乾燥網
にある時にゆっくり循環させることで、その穀物層を平均水分値に近づけることができる
。
【００３７】
　その一方で、乾燥速度が速くなると、水分勾配がつき、水分ばらつきの抑制不足が懸念
されるため、上記ヒートリサイクル（登録商標）効果に基づく乾燥により、水分停止まで
混ぜ合わせながら乾燥させることで、排風を熱風室１１に戻して再利用するヒートリサイ
クル（登録商標）のみより、乾燥時間を短くし、水分むら、水分ばらつきの解消を向上さ
せることができる。
【００３８】
（低水分穀物の乾燥制御）
　水分検出装置の測定データ等によって乾燥制御する乾燥機において、初期の水分測定値
と設定水分値との差が所定値以下（例えば、３～４％）の場合（追い乾燥あるいは晩熟穀
物乾燥）は、乾燥設定速度が「ふつう」より上の場合は、「ふつう」に自動設定する。あ
るいは、設定温度α（例えば、２～３℃）下げる。また、水分補正を＋αとし、長めに、
ゆっくり乾燥させることで、未乾燥防止を行う。
【００３９】
　乾燥させる水分値が低い程、乾燥温度が高いと停止した穀物水分のばらつきは少なくな
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らず、水分停止精度が悪いといわれる場合があるので、本案により、乾燥初期の水分値と
設定水分値との差により、検出速度・水分値を補正し、適正な乾燥制御を行うことで、停
止水分精度を向上させるとともに、再乾燥を防止し、乾燥機性能・作業効率を向上するこ
とができる。
【００４０】
（乾燥機）
　以下において、乾燥機の構成について説明を補足する。
　穀物乾燥機１は、図４にその内部構成の正面図を示すように、上から貯留部２、乾燥部
３、集穀部４の順に多層構成し、不図示の昇穀機７を正面外周部に備えて穀粒張込、通風
、乾燥、排出の運転を可能に構成する。
【００４１】
（循環系）
　詳細には、乾燥部３は、その内部構成の斜視図を図５に示すように、貯留部２から連通
する穀粒循環通路Ｒをなす流下通路中に、熱交換部である穀物乾燥通路１３、１３とロー
タリバルブ１４とを備えるとともに、穀物乾燥通路１３、１３を挟んで熱風室１１と排風
室１２とを備え、導入外気を燃焼バーナ５で過熱して熱風室１１に供給される熱風を排風
ファン６が排風室１２から吸引排出し、穀物乾燥通路１３の充填穀粒中を横断流通する熱
風により穀粒を乾燥する。
【００４２】
　また、循環機構Ｊを図６に示すように、集穀部４に受けた穀粒は、下部螺旋１５から昇
穀機７、上部螺旋８を経て貯留部２に張込まれ、この穀粒は、乾燥部３の穀粒流下通路Ｒ
に設けるロータリバルブ１４により繰出量を調節可能に構成する。
【００４３】
　排風ファン６の排風排出側には排風の一部を戻し弁６Ｒによって再度穀物乾燥に利用す
るヒートリサイクル（登録商標）構成を備え、穀粒から一旦除去した水分を戻すことによ
り、燃料効率を高くすることができる。
【００４４】
（操作部）
　操作盤１６は、その見取図を図７に示すように、ヒートリサイクル（登録商標）を含む
乾燥機の運転状況等を示す作動表示パネル５１、各種運転操作スイッチと操作状態を示す
操作パネル５２、乾燥設定の操作と設定表示のパネル５３等からなり、さらに、リモコン
により遠隔操作可能に構成する。運転スイッチとして、張込運転を行う張込スイッチ５２
ａ、穀物を循環させながら排風ファン６を駆動する通風スイッチ５２ｂ、乾燥運転を行う
乾燥運転スイッチ５２ｃ、排出運転を行う排出スイッチ５２ｄ、停止スイッチ５２ｅ、各
種数値の増減をする増スイッチ５３ｂ及び減スイッチ５３ａを設ける。
【００４５】
（制御システム入出力構成）
　図８は、本発明の実施形態にかかる穀物乾燥機１の制御システム入出力構成図である。
　制御部Ｃは機体正面の制御ボックスに内蔵され、穀物乾燥機１の各種のセンサと操作ス
イッチの信号を入力し、例えば、昇穀機７に設けた水分計１０は、水分値の検出とともに
、循環穀物の有無検出を行い、これらの入力信号に応じて穀物循環系および乾燥通風系を
制御し、張込、通風、乾燥、排出の各運転スイッチに応じて運転制御可能に構成する。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　　穀物乾燥機
　２ｓ　　張込量検出手段
　６　　　排風ファン
　１１　　熱風室
　１２　　排風室
　１３　　穀物乾燥通路（熱交換部）



(8) JP 2019-108992 A 2019.7.4

　１４　　循環調節機構（ロータリバルブ）
　５３ａ　調節スイッチ（減スイッチ）
　５３ｂ　調節スイッチ（増スイッチ）
　Ｊ　　　循環機構
　Ｒ　　　穀物循環通路
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